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＜連絡事項＞

· 本日、１７:３０～１８：３０　メモリアルホールにて第６回法人研修が行われます。勤務以外のスタッフは時間厳守で出席するようにして下さい。
· 2/7病院受診の為、三上Ｄｒ.欠勤となります。

＜患者様連絡事項＞

・浅野　秀子様～今月の定期採血について主治医に確認しています。主治医より、八戸赤十字病院へ転院する為、当院への再入院が決まり次第、日程を検討するとの事です。

＜服薬自己管理状況、評価改善案＞

・大下　良悦様～現在、一週間分の自己管理を行っていますが、表情冴えなさ、注意力・集中力の乏しさが伺えています。現在、昼食後薬は服用していませんが、他の患者様の欄にチェックする・洗濯機の使い方がわからず介入していますが理解するまでに時間を要したりしています。また、「テレビを観たくて。」と再三の促しにも拘らずオートドアの前に立ち続けている事もあります。転入直後から、同じ内容の事を繰り返し話したり、何度も病棟日課の確認をする事があります。療養環境に充分慣れていなかったことに加え、隔絶対応となっていた事で短期間ながら環境が変化した事が要因とも考えられます。現在服薬トラブルはなく、本人も「大丈夫です。」「頑張ります。」と話していますが、現在の認知に関する能力や管理能力の変化を考慮すると、今後二重服薬等のトラブルが考えられます。主治医からは一年後を目途に施設入所を検討する方針となっており、日常生活能力の維持と回復、症状管理の認識を深める為の関わりを要する事から、管理方法を検討することとしています。

＜Ｄｒ.田名部ケースカンファ＞

・本田　英之様～本日、スタッフ付き添いにて自宅までの交通機関（バス）利用目的にて外出訓練予定です。夜間の睡眠は概ね確保できていますが、週末になると睡眠に乱れが見られています。生活リズムを整える事を目標にしていくようにとのことです。又、外出泊時、車を運転する事もあるようです。担当医より、入院中は運転を控えていただくよう本人に説明しています。スタッフ側からも御家族へ伝えていきましょう。

・加賀谷　芙美子様～便が軟らかい、下痢があるとの事でセンナリドを食後の運動は続けており、下肢の違和感については自制内にて経過しています。

　　　　　　　　　　ヒューマカートR2本処方となっています。低血糖症状をは

じめとする身体症状の観察・確認を行い、症状管理の必要性を

　　　　　　　　　　深められるよう関わっていきましょう。


































